
議案第６７号     加西市地域活性化拠点施設映像展示コンテンツ等製作業務委託契約の締結について  
令和２年８月１７日に制限付一般競争入札に付した加西市地域活性化拠点施設映像展示コ

ンテンツ等製作業務委託契約について、下記のとおり請負契約をするため、地方自治法（昭

和２２年法律第６７号）第９６条第１項第５号及び議会の議決に付すべき契約及び財産の取

得又は処分に関する条例（昭和４２年加西市条例第６３号）第２条の規定により、議会の議

決を求める。    令和２年９月１日提出                           加西市長 西 村 和 平      
記  

１ 事業の名称  加西市地域活性化拠点施設映像展示コンテンツ等製作業務委託 
２ 契約の方法  制限付一般競争入札による契約 
３ 契 約 金 額  １５３，７３６，０００円 
４ 履 行 期 間  着 手  議会の議決があった日 
４ 契 約 工 期  完 成  令和４年３月１１日 
５ 契約の相手方  所在地  東京都港区台場二丁目３番４号 
５ 契約の相手方  名 称  株式会社乃村工藝社                 代表取締役社長 榎本 修次  



（審議資料）  
令和２年８月 17 日に制限付一般競争入札に付した加西市地域活性化拠点施設映

像展示コンテンツ等製作業務委託について、その予定価格が 1 億 5,000 万円以上と

なったので、地方自治法（昭和 22 年法律第 67 号）第 96 条第１項第５号及び議会の

議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例（昭和 42 年加西市条例第

63 号）第２条の規定により、議会の議決を求めるもの。       （後掲参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



議案第６７号 加西市地域活性化拠点施設映像展示コンテンツ等製作業務委託契約の締結に
ついて  

加西市地域活性化拠点施設映像展示コンテンツ等製作業務概要書  
１ 委託業務名 加西市地域活性化拠点施設映像展示コンテンツ等製作業務委託  
２ 履行の場所 加西市鶉野町地内  
３ 請 負 業 者 所在地  東京都港区台場二丁目３番４号 

名 称  株式会社乃村工藝社               代表取締役社長 榎本 修次  
４ 請 負 金 額 １５３，７３６，０００円  
５ 履 行 期 間 着 手 議会の議決のあった日         完 成 令和４年３月１１日  
６ 業 務 概 要 演出コンテンツ １式 

グラフィック １式 
演出装置 １式 
展示造作 １式 
展示造形 １式 
展示演出照明 １式 
展示付帯 １式  
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映像シノプシス02

TV11
ー

■導入・技術　大型映像

施設全体の導入として、「環境映像」と「導入映像」の２本立てで構成する。

周辺に滑走路跡などの戦争遺産が残っていることと、展示されている２機の飛行機との関係性を紹介する。

・戦時中、この周辺に姫路海軍航空隊基地と川西航空機の最終組立て工場があり、その当時の遺産が今もたくさん残されている。

・姫路海軍航空隊からは、九七式により白鷺隊という特攻隊が編成され出撃していった。

・川西航空機の工場で紫電改の機体が組み上げられ、滑走路でテスト飛行が行われていた。

・そして現在、飛行場跡周辺では、平和の象徴ともいえる気球が飛んでいる。

◆画面展開イメージ（環境映像：1分ループ   +   導入映像：5分）

１．環境映像　：現代と過去をつなぐ。展示されている紫電改が滑走路から飛び立つ演出。

２．導入映像　：現在に残る遺産と、なぜここに２機の飛行機が展示されているのか、滑走路との関係性を紹介。

平和の象徴 - 気球が飛ぶ飛行場跡から気球が飛び立とうと

している。

現在の加西市 色とりどりの気球白鷺隊の編成（九七式）戦局悪化

紫電改の製造

優れた能力を持つ戦闘機 - 紫電改の

最終組立と試験飛行も行われていた。

紫電改（CG、模型、写真など）

紫電改

飛行訓練は、九七式艦上攻撃機で

行われた。

基地本部、隊員などの写真

全国から訓練のため若者たちが

集まってきた。

周辺の遺産をプロットした現在の

空撮写真に、当時の滑走路など

基地の施設を重ねる。

姫路海軍航空隊基地の開隊

鶉野飛行場（当時） 九七式艦上攻撃機鶉野飛行場跡周辺（現在）

鶉野飛行場跡周辺の航空写真

B29 空襲など、戦局悪化を表す映像 出撃前の最後の訓示（串良）

特攻隊（白鷺隊）を編成した。

白鷺隊の出撃

鶉野飛行場で訓練を受けた若者が

特攻に出撃した。

紫電改から見た地上飛び立つ紫電改

展示している紫電改が滑走路に

出たイメージ

紫電改が滑走する

紫電改のパイロットから見た、

滑走路の主観移動

滑走路（当時）

主観の前進移動

最初に戻る

滑走路（現在） 滑走路（現在）に戻ってくる

飛行場跡周辺空撮（現在）

<確認事項>

・支給可能な当時の写真や映像などの整理

・所有者への使用許諾

・時代背景等の監修

（仮）加西・鶉野飛行場（仮）加西・鶉野飛行場



映像シノプシス04
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ー

２．エピソード映像　-プロローグ（始まり）-　：４面連続画面上の飛行場跡（現在）に立つナビゲーターのシーンから始まる。

中央に立つナビゲーター。飛行場の歴史を左端の画面から順を追って案内してゆくことを紹介する。

左端画面に移って、単面で「鶉野飛行場が建設されるまで」の紹介が始まる（残りの3面はタイトル文字など）

2-1．鶉野飛行場が建設されるまで（・飛行場施設の概要・市民の協力で短期間に建設された・人力中心の作業が行われた）

飛行場跡（現在）

建設作業再現（イメージ）or イラスト

ナビゲーターが証言を朗読

「父は戸主会から、母は ...」

エピソード（証言）①姫路海軍航空隊の施設 周辺住民の動員建設前の飛行場周辺

ナビゲーターが案内する。
以後、随所にナビゲーターが登場。
昔の地図に嘆願書などが重なる。

基地広域概図、建物概要図

建設前の飛行場周辺地図に飛行場

などの基地施設が重なる。

再現（イメージ）イラスト

建設のために地元の加西郡をはじめ、

周辺から多くの人々が動員された。

建設作業再現（イメージ）or イラスト

建設は短期間で完成した。

ナビゲーターが右隣りの画面に移動。

■歴史　エピソードウォール

2-2．姫路海軍航空隊の開隊（・姫路海軍航空隊の開隊・全国から訓練生が集まった・飛行訓練の内容・若者たちと北条の人々との交流）

練習飛行する九七式。

ナビゲーターが証言を朗読

「飛行機の練習はよく見えま ...」

漁船めがけて突っ込む九七式の主観空撮。

ナビゲーターが証言を朗読

「機は目標に向かって全速 ...」

練習飛行コース。九七式が飛ぶ。

水平爆撃や魚雷攻撃などの訓練が行

われた。

練習飛行コース エピソード（証言）② エピソード（証言）③訓練生が集まる 九七式の到着姫路海軍航空隊の開隊

航空隊本部庁舎、幹部集合写真
以後、随所にナビゲーターが登場。

戦闘機の実用訓練を行うために、全

国から訓練生が集まった。

滑走路に降り立つ 20 機の九七式。

九会国民学校の全校生徒から歓声が

あがった。

エピソード（証言）④ 民家を訪問地域の人々との交流

隊員たちの写真 隊員が道を歩く主観移動。

ナビゲーターが証言を朗読

「休みの日には北条の町へ ...」

再現（イメージ）or イラスト

2-1 を展開 2-4 を展開2-3 を展開2-2 を展開
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